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発刊によせて

羽
咋
市
は
、
昭
和
33
年
７
月
１
日
に
、
県
下
７
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し

て
以
来
、
65
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

本
市
は
、
能
登
半
島
の
付
け
根
に
位
置
し
、
波
打
ち
際
を
車
で
走
る
こ
と

が
で
き
る
「
千
里
浜
な
ぎ
さ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
」
が
有
名
で
す
。

ま
た
、
能
登
随
一
の
穀
倉
地
帯
で
あ
る
邑
知
平
野
を
囲
む
よ
う
に
、
眉
丈

山
系
の
丘
陵
地
、
富
山
県
氷
見
市
と
接
す
る
山
が
そ
び
え
る
自
然
豊
か
な
都

市
で
す
。

由
緒
あ
る
神
社
仏
閣
も
数
多
く
あ
り
、
国
の
重
要
文
化
財
が
23
件
、
県
指

定
26
件
、
市
指
定
63
件
の
文
化
財
を
有
し
、
荘
厳
な
歴
史
的
遺
産
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
中
で
も
日
蓮
宗
北
陸
本
山
「
妙
成
寺
」
は
、
五
重

塔
を
は
じ
め
と
す
る
国
の
重
要
文
化
財
建
造
物
10
棟
を
有
す
る
な
ど
、
歴
史

的
価
値
が
高
く
、
石
川
県
初
の
国
宝
指
定
に
向
け
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
文

化
財
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

交
通
ア
ク
セ
ス
で
は
、
国
や
県
と
と
も
に
進
め
て
い
る
、
国
道
１
５
９
号

羽
咋
道
路
や
国
道
４
１
５
号
羽
咋
バ
イ
パ
ス
が
完
成
す
れ
ば
、
防
災
機
能
の

充
実
だ
け
で
な
く
、
観
光
促
進
に
つ
な
が
り
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
お
越
し

い
だ
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
若
者
の
地
元
定
着
や
移
住
定
住
促
進
、
多
世
代
間
交
流
促
進
に

向
け
、
羽
咋
市
の
２
つ
の
玄
関
口
、
の
と
里
山
海
道
千
里
浜
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
に
は
、
「
千
里
浜
ヒ
ル
ズ
」
宅
地
分
譲
開
発
を
、
Ｊ
Ｒ
羽
咋
駅
周

辺
に
は
、
羽
咋
駅
周
辺
賑
わ
い
交
流
拠
点
「L

A
K

U
N

A
(ラ

ク
ナ)

は
く
い
」

(

令
和
６
年
オ
ー
プ
ン)

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

羽
咋
市
に
住
む
全
て
の
人
が
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
「
輝
く

羽
咋
」
の
実
現
に
向
け
、
一
歩
一
歩
着
実
に
施
策
を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

░

╗

令
和
５
年
７
月

１

羽咋市の概要

市の花 サツキ
市内の愛好家から生まれたサツキ
に寄せる愛着心と育てる努力が、
美しいまちづくりを求める羽咋市
民のやさしさと情熱の象徴に。

市の木 クロマツ
別名「雄松」と呼ばれるクロマツ
は、太くたくましい木で、市の弥
栄を託すにふさわしいことから、
市の木に選ばれました。

市の鳥 ハクチョウ
邑知潟に飛来するハクチョウ。
地域や市の白鳥の里づくり活動に
よって育みつつある「人と自然の
楽園」を象徴します。

小松空港

石川県 羽 咋 市（はくいし）

Ẍ

「羽咋」という名前は、神話に由来し、遠い昔、この地域に
出現していた“怪鳥”を、磐衝別命（イワツクワケノミコト）と
いう皇子が３匹の犬とともに退治。犬が怪鳥の羽を喰ったこと
から、「羽咋（はくい）」という地名が誕生しました。現在で
も神話にゆかりのある遺跡（古墳）が残されているほか、相撲
を好んだ命（ミコト）の命日には「水なし、塩なし、まったな
し」の古式にのっとった二千年の歴史を持つ『唐戸山神事相
撲』が毎年開催されています。そのほかにも、数多くの重要な
文化財や勇壮な祭など古くからの歴史が息づく場所です。

また、羽咋市の名所である『千里浜なぎさドライブウエイ』
は「２０１６トリップアドバイザー日本のビーチ第１位」にも
選ばれ、全長８㎞もの海岸線のビーチをクルマで走ることがで
きる奇跡のような砂浜のドライブウエイです。

自動車

鉄 道

飛行機

関越道・北陸道・のと里山海道経由

北陸道・のと里山海道経由

名神道・東海北陸道・能越道経由

北陸新幹線/金沢駅乗換・特急利用

特急利用

東海道新幹線/金沢駅乗換・特急利用

羽田空港 ⇒ のと里山空港 ⇒ のと里山海道経由

羽田空港 ⇒ 小松空港 ⇒ 北陸道・のと里山海道経由

約４時間30分

約３時間30分

約３時間30分

約３時間40分

約３時間40分

約２時間

約２時間

約６時間30分



全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
学
力

羽
咋
市
が
あ
る
石
川
県
は

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
お
い
て
、

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水
準

で
す
。
そ
の
中
で
も
羽
咋
市

の
学
力
は
、
石
川
県
内
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
に
位
置
し
、
全
国

平
均
を
大
き
く
上
回
る
高
い

学
力
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
授
業
の
推
進
、

ふ
る
さ
と
教
育
も
実
践
し
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
個
性
と

能
力
を
発
揮
し
、
次
代
を
切

り
拓
く
た
め
の
教
育
を
実
践

し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
の
無
償
化

学
校
給
食
に
つ
い
て
、
第

３
子
以
降
の
子
ど
も
と
中
学

校
全
学
年
の
給
食
費
を
無
償

と
し
、
子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い

ま
す
。

未
来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち

の
た
め
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
給
食
を
提
供
し
、
食
育

の
推
進
も
図
り
ま
す
。

今
後
は
、
小
学
校
の
給
食

費
の
無
償
化
も
進
め
ま
す
。

高い学力の維持と
教育環境の充実

中学生の英語教育を目的とした
JALイングリッシュキャンプの様子

全小中学校の児童・生徒に
一人１台配備したタブレッ
トを活用した授業風景

ICTを活用した授業

一人ひとりの進度に合わ
せたＡＩドリルを用いた
授業

AIドリルでの授業

地産地消による
食育の推進

羽咋産の自然栽培の米や
野菜で作られた給食の提
供

３

子育て情報アプリ「母子
モ」で配信しています。

子育て情報の発信強化

子育てに関する相談を電
話やメール・専用LINEで相
談できます。

相談窓口の充実

令和５年
４月から、
「こども
課」を新
設し、子
どもに関
する窓口
を一本化

こども課を新設切
れ
目
の
な
い

子
育
て
支
援
の
構
築

こ
ど
も
に
関
す
る
保
健
・

福
祉
・
医
療
を
包
括
的
に
対

応
す
る
た
め
、
市
民
福
祉
部

内
に
「
こ
ど
も
課
」
を
新
設

す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の

妊
産
婦
、
こ
ど
も
、
子
育
て

世
帯
に
対
す
る
相
談
機
能
を

強
化
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
「
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
切
れ
目
の
な
い

支
援
に
よ
り
、
健
や
か
な
成

長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
づ
く
り

こ
ど
も
た
ち
が
、
健
や
か

に
成
長
で
き
る
よ
う
、
安
全

で
魅
力
的
な
遊
び
場
や
遊
具

を
整
備
し
、
地
域
全
体
の
子

育
て
環
境
の
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。遊具が新しく整備され、

多くの子どもと保護者で
にぎわう羽咋運動公園

公園機能の充実

子育て世代を
強力にバックアップ

４



若者の定住促進を目指す宅
地開発とインバウンドの外
国人向け宿泊施設。

千里浜ヒルズ

羽咋駅前で令和６年度の
オープン予定の賑わい交流
拠点。

LAKUNAはくい

国内外での地元産品の販売
や観光情報等の発信により
交流人口の拡大を目指す。

地元産品と交流拡大

観光誘客による交流人口
の拡大とブランド化によ
る地元産品の全国発信

道の駅のと千里浜

羽
咋
の
玄
関
口
を
再
整
備

「
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
と

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
の
た
め
、
市
の
玄
関
口

で
あ
る
、
羽
咋
駅
前
に
交
流

拠
点
施
設
を
建
設
中
で
す
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
玄
関

口
で
あ
る
、
千
里
浜
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
、
分
譲

地
や
商
業
用
地
を
整
備
し
、

若
者
の
定
住
・
地
域
の
賑
わ

い
創
出
に
つ
な
げ
ま
す
。

交
流
人
口
や
定
住
人
口
の

拡
大
に
向
け
て
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
す
。

SSTRイベントを通じた
全国のライダーとの交流

未来に向け
つながりを創出

羽
咋
の
魅
力
を
全
国
へ

道
の
駅
の
と
千
里
浜
を
通

じ
て
、
地
元
特
産
品
の
ブ
ラ

ン
ド
化
や
観
光
誘
客
を
図
る

と
と
も
に
、
東
京
や
大
阪
、

台
湾
な
ど
国
内
外
で
物
産
販

売
等
に
よ
り
羽
咋
の
魅
力
の

発
信
を
行
い
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
最
大
の
バ
イ

ク
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
Ｓ
Ｓ
Ｔ

Ｒ
で
は
、
全
国
か
ら
毎
年
多

く
の
ラ
イ
ダ
ー
が
ゴ
ー
ル
で

あ
る
当
市
を
訪
れ
、
市
民
と

の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

自治体DXの推進
サービスの向上

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信

羽
咋
市
で
は
、
効
果
的
に

広
報
や
情
報
発
信
を
行
う
手

段
と
し
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て

い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
情
報
発
信
に
適

し
て
お
り
、
緊
急
時
の
情
報

共
有
や
災
害
対
策
の
案
内
な

ど
迅
速
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

窓
口
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

市
役
所
で
の
各
種
証
明
書

発
行
手
数
料
や
市
施
設
の
使

用
料
の
支
払
に
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
で
の
決
済
が
可
能

と
な
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

自宅か
らイン
ター
ネット
で申請
や届出
ができ
ます。

オンライン申請

LINEやInstagram等のSNS
を通じて、全国に羽咋市の
魅力等の情報を発信

SNS活用の情報発信

▲
公式LINE

▲
公式ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ

公
金
の
コ
ン
ビ
ニ

納
付
が
可
能
に

固
定
資
産
税
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
な
ど
市
税
や

保
険
料
の
納
付
が
、
金
融
機

関
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
で
も
可
能
で
す
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
決
済
ア
プ
リ
か
ら
も
二
十

四
時
間
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
納
付
が
で
き
ま
す
。

６５

ラ ク ナ



市内各所に、監視カメラを
設置し、リアルタイムで監
視しています。

河川監視カメラ

災害発生時の避難所である
羽咋運動公園に設置されて
いる防災トイレ

防災トイレの整備

パーティションの購入や、
避難場所表示看板の設置を
推進

避難所機能の強化

一早く住民支援を行うた
め、自主防災組織中心の
防災訓練を実施

災害に備え防災訓練 自
主
防
災
組
織
の
支
援
と

避
難
場
所
の
強
化

地
域
の
安
全
と
災
害
対
策

の
強
化
を
図
る
た
め
、
羽
咋

市
で
は
、
住
民
の
防
災
訓
練

や
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
（
道

路
・
水
路
・
防
犯
灯
の
点
検

な
ど
）
を
実
践
し
て
い
る
自

主
防
災
組
織
に
対
し
て
積
極

的
に
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
避
難
場
所
の
防
災

機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
、

避
難
所
で
あ
る
公
共
施
設
の

ト
イ
レ
を
災
害
に
対
応
し
た

防
災
ト
イ
レ
と
し
て
再
整
備

し
て
い
ま
す
。

大規模災害発生
を想定した防災訓練

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
安
全
性
を
高
め
る

た
め
、
適
切
な
位
置
に
河
川

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を
進
め

て
い
ま
す
。
河
川
の
水
位
や

流
量
、
異
常
な
挙
動
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
監
視
し
、
災
害

時
の
判
断
や
対
応
を
迅
速
に

伝
え
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

近
年
の
災
害
多
発
を
踏
ま

え
た
減
災
・
防
災
対
策
や
社

会
基
盤
整
備
な
ど
も
含
め
た

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

市民の生命を守る
安全安心なまちづくり

７ 滝谷川(滝谷町)

宮川(柴垣町) 都市下水路(千里浜町地内) 相川（余喜公民館付近）

土受川（県土橋付近 飯山川(白瀬町地内)

羽咋市河川ライブカメラ(河川状況)

健康づくりを促すため、市
内に２１の筋トレ教室があ
ります。

高齢者筋トレ教室

協議体では、地域の高齢
者の日常生活での困りご
となどを話し合います。

生活支援協議体

社会的交流の機会を設け、
認知症予防・介護予防の推
進に努めています。

eスポーツ×介護予防

認知症相談員から、講義
を受け、認知症の理解を
深めます。

認知症の勉強会

生涯にわたり
いきいきと

健
康
寿
命
の
延
伸

羽
咋
市
で
は
「
支
え
合
い

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
ま

ち

は
く
い
」
を
基
本
理
念
と

し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。高

齢
者
の
外
出
支
援
と
し

て
、
温
泉
施
設
無
料
券
の
交

付
や
、
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
で
は
、
通
院
時
に
限

定
せ
ず
、
全
て
の
外
出
を
対

象
と
す
る
な
ど
、
支
援
を
拡

充
し
て
い
ま
す
。

生
活
支
援
体
制
の
構
築

住
民
主
体
の
支
え
あ
い
の

ま
ち
づ
く
り
の
を
推
進
す
る

た
め
、
各
公
民
館
単
位
で
の

第
二
層
生
活
支
援
協
議
体
の

活
動
支
援
や
、
介
護
予
防
事

業
を
行
う
な
ど
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

各
地
区
で
は
、
通
い
の
場

と
買
い
物
支
援
の
同
時
実
施

や
、
地
元
で
育
て
た
農
産
物

等
を
販
売
し
生
活
支
援
活
動

に
つ
な
げ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
の
検
討
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状
況
に
応

じ
た
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

お楽しみ会の様子

８買い物支援マルシェの様子
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1958< 33 >
◆市制施行
◆折口信夫博士父子

の碑建立

1960< 35 >
◆七尾線南羽咋駅開駅

1961< 36 >
◆広報はくい創刊

1988< 63 >
◆第１回ちびっこ駅伝

大会開催
◆勤労者総合福祉セン

ター完成

1986< 61 >
◆島出町雇用促進住宅完成
◆群馬県藤岡市と姉妹都市

提携

1983< 58 >
◆ファミリーランド

アスレチックの森
開設

◆全国植樹祭で天皇陛
下が気多大社社叢を
ご行幸

1970< 45 >
◆第1回羽咋まつり開催

1976< 51 >
◆市柔道館開館
◆はまなす団地完成
◆運動公園野球場開設

1962< 37 >
◆羽咋市消防署発足
◆羽咋工業高校開校
◆羽咋中学校完成
◆千里浜海岸に

大伴家持歌碑建立

1966< 41 >
◆七尾線羽咋駅新駅舎

完成
◆市上水道完成

1974< 49 >
◆さつき保育所開所
◆羽咋消防署庁舎完成

1980< 55 >
◆市武道館開館

羽 咋 市 の 歴 史 を 振 り 返 る

羽咋市は、令和５年７月に市制施行65周年を迎えました。
市が今日に至るまでには、様々な歴史があります。
市のこれまでの主な出来事の一部をご紹介します。

▲市制に伴う表札掛替

1963< 38 >
◆羽咋斎場開設

1964< 39 >
◆余喜小学校完成

1968< 43 >
◆御坊山住宅団地完成
◆市域内9,790 が能登

半島国定公園に指定

1969< 44 >
◆公立羽咋病院完成

1972< 47 >
◆羽咋郡市広域圏消防

本部発足
◆羽松高校開校
◆羽咋市文化会館開設

▲多くの人・車で賑わう
千里浜海水浴場

1973< 48 >
◆羽咋体育館開設
◆市民憲章制定

▲消防署竣工式の様子

1975< 50 >
◆富永保育所開所
◆老人福祉センター

開設

1977< 52 >
◆上水道管理センター

完成
◆羽咋郵便局完成
◆羽咋小学校新校舎

完成

1978< 53 >
◆羽咋運動公園・弓道

場・テニスコート
開設

◆羽咋小学校体育館
完成

1979< 54 >
◆羽咋公民館完成

1981< 56 >
◆粟ノ保保育所開所

1982< 57 >
◆ファミリーランド

こどもの城開設
◆市役所新庁舎完成
◆歴史民俗資料館開館
◆能登有料道路が全線

開通

1984< 59 >
◆千里浜児童センター

完成
◆千里浜保育所完成
◆市民体育館開館

1985< 60 >
◆２校統合により

新邑知中学校開校

1987< 62 >
◆市ソフトボール場完成

1989< >
◆２校統合により

西北台小学校開校
◆半島会議’89開催

▲海岸ではまぐり音頭

▲昭和天皇
全国植樹祭来羽

◆第１回日中友好市民
訪中団が南通市訪問

▲訪中団の様子

９

2017< 29 >
◆道の駅『のと千里浜』

オープン

2013< 25 >
◆SSTR(ｻﾝﾗｲｽﾞ･ｻﾝｾｯﾄ･

ﾂｰﾘﾝｸﾞ･ﾗﾘｰ) を初開催

2004< 16 >
◆広域基幹農道( 邑知潟

大橋) 供用開始
◆とき保育園開園
◆邑知の郷公園開園
◆ケーブルテレビ

サービス開始

1990< ŧ >
◆宇宙とＵＦＯ国際

シンポジウム開催

2007< 19 >
◆神子原農産物直売所

『神子の里』開所

1992< ũ >
◆老人訪問介護ｽﾃｰｼｮﾝ

開所
◆国民文化祭「石川映

像祭」「短歌大会」
開催

◆ソーラーカーラリー
イン能登開催

2018< 30 >
◆邑知ふれあいセンター

( 新公民館) 開設
◆夕日ヶ丘住宅地の分譲

開始

2019< >
◆３～５歳児の保育料・

副食費を無料化

2020< ŧ >
◆証明書のコンビニ交付

サービス開始

2021< Ũ >
◆東京2020聖火トーチ

キスリレーに６名参加
◆ＳＮＳ( ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ等)

による情報発信開始
◆新型コロナウイルス感

染症ワクチン接種開始

2014< 26 >
◆市役所窓口一部民営化

2015< 27 >
◆18歳まで医療費無償化
◆羽咋中学校新校舎完成

2012< 24 >
◆寺家遺跡が国史跡指定

2011< 23 >
◆トキが50年ぶりに飛来
◆能登の里山里海が世界

農業遺産に認定

2009< 21 >
◆ﾎｸﾘｸｻﾝｼｮｳｳｵ生息地が

県天然記念物指定

2006< 18 >
◆３校統合による瑞穂

小学校開校
◆邑知保育園開園
◆眉丈台地スポーツ

広場開設

2005< 17 >
◆鹿島路ふれあいセン

ター開設

2003< 15 >
◆３保育所統合による

初の公設民営こすも
す保育園開園

◆羽咋川潮止水門完成
◆アウトドアイベント

TRY&CARRY開催

2001< 13 >
◆中国通州市との友好

都市調印

2000< 12 >
◆地域循環バス『るん

るんバス』運行開始

1999< 11 >
◆学校給食共同調理場

完成
◆眉丈台地自然緑地公園

開園
◆吉崎・次場弥生公園

開園

1997< Ů >
◆宇宙&UFO国際会議開催
◆神子原ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ開設

1996< ŭ >
◆ユーフォリア千里浜

開設
◆宇宙科学博物館コス

モアイル羽咋開館

1995< Ŭ >
◆２校統合により

邑知小学校開校
◆眉丈台地自然緑地公園

キャンプ場開設

1994< ū >
◆余喜保育所開設
◆千里浜砂の祭典開催

1993< Ū >
◆ちびっ子自然センター

開設
◆ＪＲ羽咋駅東口開設

1991< Ũ >
◆第46回国民体育大会

開催( ﾖｯﾄ･剣道等)

2022< ũ >
◆公金のコンビニ納付・

キャッシュレス決済
開始

◆ｅスポーツイベント
を初開催

2002< 14 >
◆粟ノ保小学校新校舎

棟完成
◆パセオ通り整備完了

▲夕暮れの千里浜海岸
ゴールするライダー

▲パセオ通りの
オープニングセレモニー

▲合意書を交わす
調印式の様子

▲砂で作られた
巨大なガリバー像や城

▲千里浜海岸を走行する
ソーラーカー
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2023< Ū >
◆余喜小学校と邑知小学

校が統合
◆第３子以降及び中学生

全学年の給食費を無償
化

◆トキ放鳥のモデル地区
に選定

◆千里浜ヒルズ住宅地の
分譲開始


